
　鳥取県地域医療構想の中で当院が果たすべき役割として、①高度急性期医療への特化、
②小児・周産期医療の充実、③がん診療連携拠点病院としての機能を果たす、④災害拠点病
院（基幹災害医療センター）として県民の命を守る事、が挙げられております。当院は、地域医
療構想に従い、ハイブリッド手術室、PET-CT装置など高度な医療機器を備えて高度急性期医

療を担っており、また、屋上へリポートを有し、鳥取大学医学部附属病院、豊岡病院のドクターヘリや県防災ヘ
リの発着を可能とし、鳥取県東部、兵庫県北部の三次救急医療を担っています。

当院は県立病院として鳥取県の医療に貢献する医師を育てることを使命としています。日々進歩する
当院の研修を、是非一度その目で見て、その肌で体感してください。Uターン、Iターン大歓迎です！！

　当院の初期臨床研修は自
治医大卒業生の多科ローテー
ト研修を元に、時代とともに
進化してきました。鳥取県東
部地区の中核病院として一次
から三次救急まで様々な患者

が訪れますのでたくさんの症例に出会います。指導
方法も屋根瓦方式を採用し、指導医だけではなくス
タッフから教えられることもたくさんあります。病院
全体で若い力を育てる「共育」が浸透した当院での
研修が終わるころには立派な医師になっていること
でしょう。救急体制の整備などソフト面での充実も
行なっています。やる気があればあるほど力がつく
当院で、医師としてのスタートを切ってみませんか？

　当院は県内でも有数の診療科を
持ち高度・急性期医療を担う、鳥取
県東部の中核病院です。患者さん
をはじめ、指導医、スタッフの皆さん
から多くのことを学び、様々なこと
を経験し、医師として成長できると
思います。
　多科ローテート研修を通して各

診療科の先生方から専門的な研修を受けられ、将来の志望
科を迷っている先生にとっては各科の魅力を知ることがで
き、志望科を決めている先生にとっても将来の診療に必要
な知識を得られる有意義な2年間になると思います。
　僕は当院の研修の中でも日当直の指導体制が特に良いと
感じています。当院の日当直は救急集中治療科医、一般当直
医、研修医２名（２年目、１年目）の体制です。月３～４回の日
当直で手厚い指導のもと、診察や処置の経験を積むことが
できます。また、研修医が２名いるのでちょっとしたことでも
気軽に相談し合うことができるのも良い点だと思います。
　初期研修医の人数も多く、先生方やスタッフの皆さんから
温かい指導を受けられる当院で一緒に研修してみませんか。

　　　県の基幹病院での研修を通じ、将来の専攻する診療科にかかわらず臨床に必
要な基本的診療能力（態度、技能、知識）を修得し、遭遇しうるいかなる状況におい
てでも思いやりを持ちながら良質な全人的医療を行えるようになる。

給与等／約45万円（手当含む）
休　暇／週休２日制、有給休暇（年10日）、夏

季休暇（年３日）
宿　舎／有（研修医用公舎（16戸）、借り上げ

宿舎　月額負担22,000円程度）
保　険／健康保険、厚生年金、雇用保険、　

労災保険

　採用予定人数／12人
　　　　　　　（自治医科大学卒業予定者２人含む）
　応 募 資 格／令和７年（第119回）医師国家試験を

受験する者
　試験日等（予定）／令和６年８月16日（金）・
　　　　　　　　　８月28日（水）　web試験で実施
　申 込 締 切／各試験日の１週間前（必着）
　応募連絡先／鳥取県立中央病院総務課
　　　　　　　〒680-0901　鳥取県鳥取市江津730
　　　　　　　担 当／人事企画担当
　　　　　　　T E L／0857-26-2271
　　　　　　　FAX／0857-29-3227
　　　　　　　E-mail／chuoubyouin@pref.tottori.lg.jp

　開　設　年／昭和24年
　病　床　数／518床
　標　榜　科／39科
　内科、感染症・総合内科、呼吸器内科、消化器内科、血液内
科、糖尿病・内分泌・代謝内科、腫瘍内科、脳神経内科、心臓
内科、緩和ケア内科、腎臓内科、リウマチ・膠原病内科、精神
科、放射線科、小児科、皮膚科、整形外科、外科、消化器外科、
小児外科、心臓血管外科、呼吸器・乳腺・内分泌外科、形成外
科、脳神経外科、産婦人科、泌尿器科、眼科、耳鼻いんこう科、
麻酔科、救急集中治療科、救急外傷外科、小児救急集中治療
科、災害科、救急科、臨床検査科・病理診断科、輸血科、リハ
ビリテーション科、歯科口腔外科
　医　師　数／143人（令和６年４月１日現在）
　指 導 医 数／74人（令和６年４月現在）
　外来患者数／１日平均 801.8人（令和５年度）
　入院患者数／１日平均 398.3人（令和５年度）
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初期臨床研修プログラム

目　　標

　　　当院は高度・急性期医療の総合病院で、鳥取県東部医療圏（二次医療圏）の基
幹病院です。救命救急センター、地域周産期母子医療センター、地域がん診療連
携拠点病院、地域医療支援病院などの指定を受けており、二次、三次救急を主体
とした急性期患者の受け入れや、地域連携により紹介された一般疾患から特殊疾
患に至るまで、多様で豊富な症例を経験できます。

　　　多様な研修医が在籍し、それぞれのキャリアプランに合わせて設定できるよう、
２年次の選択科目の期間を省令の許す最大期間としています。研修修了後の進路
も多様で多くの修了者が鳥取県の医療に貢献しています。

　　内科は一般内科16週、心臓内科４週、脳神経内科４週
　　救急部門は救急科４週、麻酔科４週に加え救急外来日当直研修を通年で行う
　　一般外来研修は内科、小児科、地域医療時に並行研修で行う

　　担当医師等：医師４名、研修医２名、看護師３名、
臨床検査技師１名、放射線技師１
名、薬剤師１名、臨床工学技師１名

　　当 直 時 間：通常業務８時30分～17時15分の後、
17時15分～翌８時30分に当直業務
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